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☆平成３０年度の主な活動内容☆

『明るい選挙推進協議会

帯広市成人式 選挙啓発活動』

（1月13日）

『2018介護の日フェスタ』

お手伝い

（11月18日）

十勝プラザで行われた『２０１８介護の日フェス

タ』では、利用者の方が作った小物の販売や、駅前

でのビラ配りのお手伝いをさせていただきました。

接客をしながら、介護の仕事についての大変なこと

ややりがいを感じること、介護士へのなり方など、

色々なことを教えていただきました。施設を利用し

ている方もお客さんとして来てくださり、施設での

様子などを沢山お話ししてくださいました。介護に

関わる仕事には多くの職種があることや、実際の介

護施設の様子、介護の楽しさなどを学ぶことができ、

とても勉強になりました。

成人式にあわせて文化ホール前で行われた選挙啓

発活動に参加してきました。今年は選挙が行われま

すが、その際に、若い有権者の皆さんが棄権をしな

いようにとティッシュ配りをしながら呼びかけをす

る活動です。新成人の方たちに、選挙で投票をして

もらえるように、工夫して声掛けをしながら２時間

ほどティッシュ配りをしました。私たち高校生も、

３年生から多くの人が選挙権を得ます。せっかくの

権利を棄権することがないよう、今から政治の勉強

をしておく必要があるなと感じました。
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『親と子のふれあいコンサート

にしの風コンサート』

お手伝い（11月3日）

『森のハロウィーン2018』

お手伝い

（10月28日）

『国際ソロプチミスト帯広

「夢を拓く」茶話会』

（10月18日）

川上さんや佐々木さんを始め、ソロプチミスト帯

広の皆さんから、たくさんのお話を伺うことができ

ました。また、自分たちの将来について話を聞いて

もらい、アドバイスをいただきました。将来の話だ

けでなく、自分の趣味ややりたいことについても話

しあうことができ、部員一同、新たな目標、そして

目標に向かうための努力の仕方を見つけることがで

きました。今回お話を伺った短い時間の間に、本当

にたくさんのことを教えていただきました。またこ

のような機会があればと、願っています。

みんなで仮装してJICAのHaloween Partyのお手伝

いをしてきました。Costume Contestの受付をした

り、タトゥーシールを子どもたちに貼ってあげたり、

スタンプラリーのチェックポイントで子どもたちを

迎えたりと、たくさんの経験をすることができまし

た。子どもだけでなく、大人や外国の方々にも楽し

んでもらえることができ、とっても良い体験になり

ました。

にしの風コンサートをお手伝いしました。司会を任されて

いて、とても緊張しました。ただ司会進行をするだけでなく、

子供たちのために手遊びを考え練習しました。アンパンマン

や、ディズニーの手遊びなど、子供たちみんなが楽しめるよ

うなものを選び、一緒に楽しみました。歌も自分たちで歌っ

たので緊張しましたが、一緒に手遊びをしてくれた大谷短期

大学のありんこさんのおかげで、無事に終えることができま

した。コンサートが終わった後に、主催者の方々からとても

上手だったとほめていただいて、とてもうれしかったです。

また来年もお手伝いしたいです。
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『明るい選挙推進協議会様より

感謝状の贈呈』

（10月14日）

『食べるたいせつ

フェスティバル2018in帯広』

お手伝い

（10月7日）

『全道高等学校

ボランティア研究大会』

（10月9・10日）

あぐりアリーナで行われた「食べるたいせつフェ

スティバル」に行ってきました。この日は各ブース

に分かれて、お手伝いをしました。1年生は、主に

子どもたちの相手をして、いろいろな体験のお手伝

いをしました。みんな、たくさん絵を書いたり、た

くさんスタンプを押したりととても楽しんでくれて

いる様子でした。子どもたちにも”分かりやすく”

伝えるということが難しかったですが、完成したと

きの笑顔には、私たちも嬉しい気持ちでいっぱいに

なりました。

今年の全道大会は各分科会で司会や発表を担当し

ました。1日目の講演では、「被災地では子どもたち

の声や、笑顔が人々を笑顔にしてくれたり、生きが

いを持たせてくれる」というお話を伺いました。ま

た、避難所のあり方について学ぶことができました。

2日目は手話と車いすについての分科会を運営し

ました。車いす講座では、車いすの使い方や車いす

介助者の心構えを学び、その学びを活かして実際に

車いすを押したり乗ったりして、車いす利用者の目

線になって体験することができました。手話講座で

は、自分の名前の表し方や聴覚障害の不便さについ

て知る、良い機会になりました。

これまで、南商ボランティア部の先輩方が取り組

んできた選挙の啓発活動に対し感謝状をいただきま

した。私たちも今年の2月に、氷祭りの会場でお手

伝いをしました。選挙に関するお話も伺うことがで

き、将来は積極的に選挙に足を運ぼうと思いました。
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『赤い羽根共同募金運動』

（10月6日）

『高文連十勝支部

ボランティア専門部

研究大会』

（9月19日）

『折り紙』

この日は、赤い羽根共同募金を呼びかける活動を

しました。募金をしてくれた人にふうせんやバッジ

を配りました。私たちが声をかけると、お店に入ろ

うとしていた方々が募金をしてくださいました。と

ても嬉しい気持ちになれました。

この活動を通して、募金をしてくださる人は、自

分が思っている以上に多いということを知りました。

このような活動に、これからも積極的に参加してい

きたいです。

にしの風コンサートで子どもたちに喜んでもらう

ために、折り紙で合計100個のコマを作りました。4

人という少人数での作業は少し大変でしたが、たく

さんの子どもたちの笑顔が見られると思うと、苦に

なりません。

もっとたくさんの折り方を覚えて、子どもたちを

喜ばせたいと思いました。
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『手話講習会』

（7月30日）

『青少年赤十字北海道

トレーニングセンター』

（7月27日）

『つつじっ子クラブ

夏祭り』 お手伝い

（7月21日）

高文連で私たちが担当する分科会の１つである「手

話」を学ぶために、７月３０日に「手話講座」を開

いていただきました。講座では、基礎の挨拶や指文

字、日常生活に出てくるものやスポーツ、動物など

の手話を学習しました。

今回の講座にはボランティア部だけでなく、ワー

プロ部や一般市民の方も一緒に講習を受けました。

積極的に質問したり、手話を覚えようと一生懸命取

り組むことができ、とても勉強になる講座でした。

挨拶や自己紹介、簡単な会話をできるようにしてお

くと、今後の日常生活でも、耳が不自由な方ともコ

ミュニケーションをとることができるので、できる

だけはやく覚えたいと思いました。とても勉強にな

る講座だったので、ぜひ高文連の分科会ではもっと

詳しく学習したいなと思いました。

今年も日本赤十字社主催の研修会に参加してきま

した。他校の生徒さんとグループを組んで活動交流

をしたり、災害時の対応や献血活動について学びま

した。私たち南商生は今回の研修では最年長という

こともあり、開会の挨拶をしたり、研修中のリーダ

ーシップをとりつつ、自分たちも学習を進めていか

なければならず、大変ではありましたが、充実した

研修の機会となりました。

つつじっ子クラブの夏祭り運営のお手伝いをさせ

ていただきました。私たちが担当したさかなつりブ

ースは、子どもたちにとても人気があり、てんやわ

んやの状態でした。チケットに印をつける人、釣竿

を渡す人、様子を見て子供たちにお菓子を渡す人に

分担して活動しました。お菓子を渡すと子どもたち

が嬉しそうにしてくれたので私たちも嬉しい気分に

なれました。今回の活動を通して、子どもたちとた

くさん触れ合うことができたと思います。来年も参

加したいです。自分の仕事以外にも、積極的に取り

組めたので、今後もその姿勢を生かしていきたいと

思います。
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『南商祭』

（7月12～15日）

『虫歯予防デー』

イベントお手伝い

（6月2日）

『ネイパルあしょろ

春のこどもフェスティバル』

お手伝い

（5月5日～6日）

南商祭３日目の一般公開の際に、ボランティア

部は募金活動を行いました。自分たちで羊毛フェル

トを使ってストラップやコースターなどを作り、募

金してくださった方にプレゼントしました。集まっ

たお金は、生徒会と共同で、日本赤十字を通じて災

害復興への支援に充てさせていただきました。ボラ

ンティア部単独での募金額は\8,920円でした。

また、3年生の企画として紛争地域の難民救済活

動を支援するため、書き損じハガキの回収を行いま

した。多くの皆様のご協力でたくさんのハガキが集

まりました。ご協力ありがとうございました。

十勝プラザで行われた虫歯予防デーの案内役を担

当しました。たくさんの人が検診を受けにきてくだ

さり大盛況だったので、とても忙しく、終わった後

は、達成感を覚えました。

活動終了後には、私たち自身も検診を受けたり、

普段触れることのできない機械を使って歯科医の仕

事を体験させていただきました。

今回のボランティア活動を通して、呼び込みの難

しさを感じました。また、今回様々な体験を受けて

歯の大切さを知ることができました。

２日間、足寄町のネイパルあしょろで、春のこど

もフェスティバルをお手伝いしました。１日目は会

場設営や小道具の準備。２日目は子どもたちに袋を

使った鯉のぼり作りを体験してもらったり、おがく

ずを使って絵に色を乗せてみたりと、さまざまな体

験活動をサポートしました。子どもたちに教えるに

は、まず自分が理解していないといけないので、必

死で覚えました。泊まりがけでのイベント準備は初

めてだったので、良い経験になりました。子どもた

ち相手に、もっと上手に話しかけられるようになら

なければと反省しています。
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『こどもウィーク』

お手伝い

（4月29日）

『トカトカフェスタ』

お手伝い

（4月16日）

１年生にとっては初のボランティア部の活動とな

りました。私たちは子供サーキットの担当となり、

子供たちの面倒を見るお手伝いをさせていただきま

した。さまざまな障害物を乗り越える子供たちが、

ケガをしないようにしっかりと見守ることができま

した。今回の活動は、とても有意義なものとなりま

した。これからもたくさんの活動に積極的に取り組

みたいと思っています。

第１２回目になるトカトカフェスタにＳクラブボ

ランティアとして参加しました。事前準備から後片

付けまで全ての活動に参加させていただきました。

写真は販売部門で接客を担当した我が部の部長。た

くさんの方々が商品である朝日堂（豊頃町）のドー

繪ナツや 麗のかにパンを買い求めに来てくださり、

その方々への接客をお手伝いさせていただきました。

今回はイベント運営の補助として参加させていただ

きましたが、次年度は自分たちのブースを設けて出

店してみたいです。


